
　「政府の入国制限もありますが、インバウンド観光は非常に
厳しい状況が続き、国内旅行も依然として厳しい状況にある
と思います」と栗原准教授は話します。訪日外国人旅行者数は
2019年約3,100万人に達し、政府は2020年に4,000万人を目
標に掲げ、経済効果に大きな期待が寄せられていました。し
かし、新型コロナウイルス感染症の拡大により、インバウンド
観光需要は急速に落ち込みました。「インバウンド観光の経済
効果は約5兆円とも言われ、そっくり消えてしまったので打撃
は大きいです」と栗原准教授は危惧します。
　インバウンド観光の回復には、まずビジネス関係の段階が
あり、最も規模が大きい観光旅行は最終段階になると栗原准
教授は見ています。「ただし、日本の魅力自体は衰えてなく、

　しかし、栗原准教授はホテルや旅館におけるIT導入は遅れ
ていると指摘します。栗原准教授は、内閣府経済社会総合研
究所と「宿泊施設のIT活用と生産性」の共同研究を実施。国
内で約5万ある宿泊施設の内、半数以上を占める旅館とペン
ションなどの簡易宿所で、特にIT化が遅れていると言います。

　Withコロナ時代では、宿泊客の心理や感染予防の観点から
も非接触型サービスの環境整備が求められています。さらに、
少子化による労働力の減少が懸念される日本で、生産性の向
上、持続的な成長を果たすために、ホテルや旅館でITを導入
することは必須となります。栗原准教授が示した事例があり
ます。城崎温泉で旅館を経営している若い経営者は、ITを導
入したことで、業務の省力化が図れたといいます。省力化に
より生まれた時間を活用して、スタッフの接客スキル向上も図
れました。栗原准教授は「若い経営者の『ITはあくまでも裏方で、
旅館経営を支えるツールである』との言葉が印象的でした」と

コロナ禍が収束すれば、インバウンド観光需要は戻ってくると
思います」と話します。そこで、コロナ禍収束後のインバウン
ド観光、Withコロナ時代の国内旅行による観光の効果を高め
るため、ホテルや旅館のIT導入がひとつの鍵となります。

その要因に、「高齢な経営者によるIT導入へのためらいや、施
設規模が小さいことにより導入メリットが少ないと感じている
こと、従業員へのIT教育を含む導入費用がある」と栗原准教授
は話します。一方で、ビジネスホテルのIT導入は進んでいて、
生産性が伸びている状況がみられるといいます。

話します。
　ただし、安易なIT導入は避けるべきです。省力化したい業
務は何か、どのように生産性を上げるかという戦略やビジョン
を持つことが大切です。非接触型の宿泊形態が求められる中で、
ホテルや旅館の環境整備や取り組みを専用ホームページで情
報発信することも重要となります。「人でなければできないと
ころと、ITに任せるところとを分けることです」と栗原准教授
は強調します。非接触型サービスや情報発信、生産性の向上、
省力化を図るため、ホテルや旅館のIT活用はますます加速し
ていくことになります。

ホテルの省力化・非接触型サービスに必須
Withコロナ時代に必要な客室テレビとは
新型コロナウイルス感染症の拡大により、観光業界を取り巻く状況は大きく様変わりしています。訪日外国人旅
行者（インバウンド観光）の激減にとどまらず、国内観光も停滞しています。旅館・ホテルなど宿泊施設は、この難
局にどう立ち向かえばいいのか。今まさに、新しい観光の在り方が模索されています。本ホワイトペーパーで
は、東洋大学国際観光学部観光学科の栗原剛准教授のインタビューをもとに、Withコロナ時代に乗り切る宿泊施
設のIT活用など、観光産業復活のヒントを解説します。

観光業界を取り巻く現状

インバウンド観光需要の激減で厳しいWithコロナ時代の観光業

ホテル・旅館の IT導入状況
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宿泊御利用
案内

レグザクラウド

接続・操作 閲覧データ

各ホテル専用エリア

設置・設定
●専門業者が、テレビ設置時に各ホテル専用（レグザクラウド）の情報を設定
●設定はロックされており、第三者が読み取る事はできない
操作性（宿泊客）
●テレビ起動時にホテルインフォメーション画面を表示
●テレビ視聴画面などからでも、「みるコレ」ボタンでホテルインフォメーションを表示
●リモコンの「↑、↓、←、→」＋「決定」及び「戻る」ボタンでかんたん操作
操作性（ホテル運営スタッフ）
●クラウドサービスで、テンプレートを基にセルフでコンテンツ作成
●PC、、タブレットPC、スマートフォンから編集可能
●多言語対応（日、英、中簡、中繁、韓）

宿泊約款

近隣情報 観光案内

設備御利用
案内トップメニュー お知らせ ルーム

サービス

BGM
（風景画＋音楽）

館内施設案内
レストラン
混雑案内

用意されているテンプレート

数ヶ月各種案内

各種案内

混雑状況

1週間～数ヶ月

適宜

更新頻度

ホテル運営スタッフが適宜任意に手動更新

ホテル客室インフォメーションサービス  ルームコンシェルジュ™

ランドリー
混雑案内

大浴場混雑
案内

　東芝映像ソリューションは、法人向けレグザの宿泊施設客
室テレビ付帯サービスとして、クラウド型のホテル客室インフォ
メーションサービス「東芝レグザ ルームコンシェルジュTM」を提
供しています。
　東芝レグザテレビで、施設案内、近隣案内、設備・サービ
ス等を案内します。新型コロナウイルス感染症拡大などの影
響により、ホテル内におけるVODサービスに係る運用コスト
削減が注目される中、ホテル館内の情報発信に特化した、
VODを付属しないホテル客室インフォメーションシステムです。
　主な特長は、テレビをレグザクラウドサーバにインターネッ
ト接続でき、セットトップボックスやローカルサーバ等の追加
機器が一切不要。初期費用を削減することができます。また、
月次サービス利用料金も１施設100室未満であれば15,000円と
安価に設定されているほか、客室数に合わせたリーズナブル

な料金プランが用意されています。また、これまで業者に依
頼していたホテル客室インフォメーションの表示コンテンツの
更新や追加は、ホテルスタッフが手持ちPCからブラウザで編
集が可能となり、用意されたテンプレートでテキストや画像を
入れ替えるだけで簡単に行うことができ、運用費用を削減す
ることができます。さらに、客室やロビーの印刷物をデジタル
化して客室テレビに表示することで印刷物の制作・印刷費用
を削減することもできます。
　宿泊客から現場スタッフへの問い合わせを減らし、人材不
足の現場の業務負荷軽減にも貢献します。セルフ方式で表示
コンテンツの運用更新やSNS連動も可能となります。宿泊客
はホテルインフォ―メションをリモコン操作でプル型表示によっ
て閲覧することができます。

ホテルの省力化・非接触型サービスに必須
Withコロナ時代に必要な客室テレビとは

東芝映像ソリューションの法人向けレグザのメリット

クラウド型ホテル客室インフォメーション「ルームコンシェルジュTM」

栗原准教授のインタビューからWithコロナ時代のホテルや旅館の在り方が見えてきました。
ITツールの活用がカギとなるようです。あらためてポイントをまとめてみました。まとめ

•Withコロナ時代では非接触型の環境整備が求められる。
•生産性の向上、省力化を図るため、ホテルや旅館のIT活用はますます加速する。
•「東芝レグザ ルームコンシェルジュTM」は、クラウド型ホテルインフォメーション機能付きテレビのため、追加機器が不要。
•「東芝レグザ ルームコンシェルジュTM」は、スタッフが手持ちPCからブラウザで編集可能で、簡便な操作で更新でき
　運用費を削減。
•「東芝レグザ ルームコンシェルジュTM」は、客室やロビーの印刷物を削減、人手不足の現場スタッフ業務負荷も軽減。

お問い合わせ

東〒212-0058  神奈川県川崎市幸区鹿島田1-1-2（新川崎三井ビルディング）

https://www.toshiba.co.jp/tvs/vs/ds/


